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デ
リ
ー
で
数
分
お
き
に
や
っ
て
く
る

地
下
鉄
に
乗
っ
て
い
る
と
、
乗
客
は
ス

マ
ホ
片
手
の
若
者
が
多
く
、
イ
ン
ド
の

若
者
人
口
の
大
き
さ
を
感
じ
る
。
イ
ン

ド
は
二
〇
三
〇
年
に
世
界
最
大
の
人
口

大
国
と
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
大

量
の
「
若
い
」
人
口
が
今
後
経
済
活
動

人
口
と
し
て
継
続
的
に
労
働
市
場
に
参

入
し
、
若
者
た
ち
が
教
育
や
職
業
訓
練

で
技
能
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
「
人
口
ボ
ー
ナ
ス
」（
労
働
力
増
加

率
が
人
口
増
加
率
よ
り
も
高
く
な
る
こ

と
に
よ
り
経
済
成
長
が
後
押
し
さ
れ
る

こ
と
）
を
実
現
す
る
人
的
資
源
と
な
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
（
参
考
文
献
①
）。

イ
ン
ド
の
二
〇
〇
〇
年
代
の
経
済
成
長

率
は
年
平
均
七
・
四
％
、
一
人
あ
た
り

六
％
に
達
す
る
が
、
特
に
所
得
・
消
費

の
面
で
不
平
等
の
増
大
を
と
も
な
っ
て

い
る
（
参
考
文
献
②
）
た
め
、
成
長
の

恩
恵
を
す
べ
て
の
人
が
受
け
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。

　

本
稿
で
は
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
セ
ク
タ
ー
主
導
の
高
等
教

育
の
急
速
な
拡
大
と
い
う
状
況
を
典
型

的
に
経
験
し
た
工
学
系
の
私
立
大
学
卒

業
者
の
事
例
を
と
り
あ
げ
、
教
育
か
ら

雇
用
へ
の
移
行
の
難
し
さ
を
若
者
た
ち

の
視
点
か
ら
検
討
す
る
。
対
象
と
な
る

の
は
主
に
ビ
ハ
ー
ル
州
や
ウ
ッ
タ
ル
・

プ
ラ
デ
シ
ュ
州
と
い
っ
た
北
部
出
身
者

で
、
南
部
タ
ミ
ル
・
ナ
ー
ド
ゥ
州
の
新

興
の
工
学
系
私
立
大
学
を
卒
業
し
、
現

在
デ
リ
ー
で
上
級
公
務
職
採
用
試
験
合

格
を
目
指
す
二
〇
代
の
若
者
た
ち
で
あ

る
。

●�

イ
ン
ド
に
お
け
る
若
者
の
教
育

と
失
業
の
概
況

　

ま
ず
、
若
者
の
定
義
を
確
認
し
て
お

き
た
い
。
イ
ン
ド
政
府
は
、
二
〇
一
四

年
の
国
家
若
者
政
策
（N

ational 
Y

outh Policy

）
に
お
い
て
、
若
者
の

年
齢
層
を
一
五
～
二
九
歳
と
し
て
い
る
。

若
者
人
口
は
現
在
イ
ン
ド
の
総
人
口
の

お
よ
そ
二
七
・
五
％
で
あ
り
、
国
民
総

所
得
の
お
よ
そ
三
四
％
を
産
出
し
て
い

る
。
イ
ン
ド
の
労
働
力
人
口
は
二
〇
二

〇
年
ま
で
に
は

中
国
の
七
億
七

六
〇
〇
万
人
に

次
い
で
五
億
九

二
〇
〇
万
人
に

達
す
る
見
込
み

で
あ
る
（
参
考

文
献
⑩
）。

　

次
に
、
現
在

の
イ
ン
ド
の
教

育
と
失
業
の
概

況
に
つ
い
て
確

認
す
る
。
表
１

は
一
五
歳
以
上

人
口
の
最
終
学

歴
別
割
合
、
表

２
は
二
〇
一
一

～
一
二
年
の
セ

ン
サ
ス
に
お
い
て
、
経
済
的
に
活
発
な

人
口
（
一
五
～
五
九
歳
）
と
若
者
人
口

（
一
五
～
二
九
歳
）
を
比
較
し
て
、
学

歴
と
失
業
率
の
関
連
性
を
調
べ
た
も
の

で
あ
る
。

　

経
済
的
に
活
発
な
人
口
と
若
者
人
口

の
ど
ち
ら
に
お
い
て
も
、
一
般
的
に
学

歴
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
失
業
率
は
高

く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
す
べ
て
の
学

歴
レ
ベ
ル
で
、
経
済
的
に
活
発
な
人
口

よ
り
も
若
者
人
口
に
お
い
て
失
業
率
が

高
く
な
っ
て
い
る
。
イ
ン
ド
で
は
特
に

若
者
の
失
業
率
が
高
く
、
な
か
で
も
、

針
塚 

瑞
樹

イ
ン
ド
に
お
け
る
ノ
ン
エ
リ
ー
ト
高
学
歴
者
の
職
業
ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン

―
工
学
系
私
立
大
学
卒
業
者
の
事
例
―

特  集
インドにおける教育と
雇用のリンケージ

表 1　15 歳以上の最終学歴

最終学歴
男性 女性 全人口

2014 2011
～ 12

2007
～ 08 2014

2011
～ 12

2007
～ 08 2014

2011
～ 12

2007
～ 08

農村部
非識字 24.2 25.3 28.2 45.7 47.5 52.5 34.8 36.3 40.3
前期初等教育＊ 24.0 24.7 28.2 20.9 21.3 23.0 22.5 23.0 25.6
後期初等教育 20.1 19.7 19.9 14.2 13.8 12.3 17.2 16.8 16.2
前後期中等教育 24.5 23.9 19.0 15.7 14.6 10.3 20.2 19.3 14.6
資格取得＊＊ 1.5 1.2 0.8 0.7 0.4 0.3 1.1 0.8 0.6
大学卒以上 5.7 5.1 3.8 2.8 2.4 1.6 4.3 3.8 2.7

計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
都市部
非識字 10.1 9.9 11.3 21.8 22.6 25.4 15.8 16.1 18.0
前期初等教育＊ 16.9 16.5 19.7 17.8 17.0 20.0 17.4 16.7 19.8
後期初等教育 16.9 16.9 18.8 14.9 15.1 15.9 15.9 16.1 17.4
前後期中等教育 32.1 32.7 30.5 28.1 28.8 25.6 30.2 30.7 28.1
資格取得＊＊ 3.6 3.1 2.4 1.7 1.3 0.8 2.7 2.2 1.7
大学卒以上 20.4 20.8 17.2 15.7 15.2 12.3 18.1 18.1 14.9

計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
（注）��＊簡単な文章の読み書きができる識字者も含まれる。

＊＊大卒未満の資格免許状取得者や職業訓練校の修了者など。
（出所）�参考文献⑦より作成。
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学
歴
を
積
ん
だ
若
者
の
失
業
率
が
高
い

こ
と
が
分
か
る
。

　

高
学
歴
の
若
者
た
ち
の
失
業
に
つ
い

て
、
若
者
た
ち
の
エ
ン
プ
ロ
イ
ヤ
ビ
リ

テ
ィ
ー
（
雇
用
さ
れ
る
た
め
の
適
性
）

が
雇
用
す
る
側
の
要
求
水
準
を
満
た
し

て
い
な
い
こ
と
を
原
因
と
す
る
見
方
が

あ
る
。M

ehrotra
（
参
考
文
献
⑥
）
は
、

若
者
の
エ
ン
プ
ロ
イ
ヤ
ビ
リ
テ
ィ
ー
の

問
題
を
引
き
起
こ
し
た
原
因
と
し
て
、

高
等
教
育
の
急
速
な
拡
大
に
と
も
な
う

教
育
の
質
の
劣
化
の
問
題
を
指
摘
す
る
。

具
体
的
に
は
、
教
員
の
不
足
や
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
セ
ク
タ
ー
が
質
保
証
に
関
す
る

規
制
が
ほ
と
ん
ど
な
い
状
態
で
発
展
し

た
こ
と
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。
さ
ら
に

高
等
教
育
制
度
の
量
的
拡
大
に
の
み
起

因
し
な
い
エ
ン
プ
ロ
イ
ヤ
ビ
リ
テ
ィ
ー

の
問
題
の
原
因
と
し
て
、「
学
歴
病
」（
ド

ー
ア
『
学
歴
社
会　

新
し
い
文
明
病
』

一
九
七
六
年
）
の
問
題
も
指
摘
さ
れ
る
。

他
に
選
択
肢
が
あ
ま
り
な
い
と
い
う
理

由
で
進
学
し
た
学
生
は
、
公
務
員
職
に

就
く
こ
と
を
目
指
す
が
、
卒
業
生
は
増

え
る
一
方
公
務
員
職
が
減
っ
て
い
る
と

い
う
（
参
考
文
献
⑥
）。

●�
私
立
大
学
・
カ
レ
ッ
ジ
主
導
に

よ
る
高
等
教
育
の
急
速
な
拡
大

―
工
学
系
進
学
者
の
急
増
―

　

イ
ン
ド
の
高
等
教
育
機
関
数
は
一
九

九
〇
年
代
か
ら
急
速
に
増
加
し
、
高
等

教
育
就
学
率
は
二
〇
一
二
年
に
は
二

一
・
五
％
と
な
り
高
等
教
育
は
大
衆
化

を
迎
え
た
。
一
九
八
〇
年
代
以
降
は
私

立
主
導
の
高
等
教
育
機
関
の
量
的
拡
大

が
図
ら
れ
（
表
３
参
照
）、
特
に
市
場

の
需
要
が
あ
っ
た
専
門

（Professional

）
分
野
（
医
学
・
工
学
・

薬
学
・
教
師
教
育
）
の
コ
ー
ス
が
増
加

し
た
た
め
、
専
門
分
野
の
学
生
の
約
八

〇
％
が
私
立
の
高
等
教
育
機
関
に
在
籍

し
て
い
る
（
参
考
文
献
④
）。
現
在
高

等
教
育
機
関
に
在
籍
す
る
学
生
の
多
く

は
、
急
速
に
増
加
し
た
カ
レ
ッ
ジ
（
大

学
に
「
提
携
」
し
て
い
る
）
で
学
ん
で

い
る
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
高
等
教
育
の
急
速

な
拡
大
の
一
方
で
、
卒
業
生
の
雇
用
状

況
は
厳
し
い
。
一
般
系
と
称
さ
れ
る
文

系
学
生
に
比
べ
て
、
就
職
に
強
い
と
み

な
さ
れ
て
き
た
工
学
系
を
含
む
技
術
・

専
門
系
の
卒
業
生
で
も
、
二
五
％
し
か

雇
用
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
調

査
結
果
も
あ
る
（
参
考
文
献
⑤
）
が
、

他
の
分
野
に
比
べ
て
工
学
・
技
術
系
の

学
生
の
割
合
は
大
幅
に
増
え
て
き
た

（
表
４
参
照
）。

　

タ
ミ
ル
・
ナ
ー
ド
ゥ
州
な
ど
南
部
の

州
で
は
他
州
に
先
駆
け
て
新
興
の
私
立

大
学
・
カ
レ
ッ
ジ
が
多
く
作
ら
れ
た
。

筆
者
は
二
〇
一
一
～
一
二
年
に
タ
ミ

ル
・
ナ
ー
ド
ゥ
州
の
工
学
系
の
新
興
私

立
Ｔ
大
学
の
学
長
と
教
員
四
名
、
男
子

学
生
一
五
名
に
対
し
て
学
生
生
活
と
進

路
選
択
に
関
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

を
行
っ
た
（
参
考
文
献
③
）。

　

一
九
九
〇
年
設
立
の
Ｔ
大
学
は
、
お

よ
そ
の
学
生
数
三
〇
〇
〇
人
、
教
員
数

二
六
〇
人
の
学
部
か
ら
大
学
院
博
士
課

程
ま
で
を
備
え
た
工
学
系
の
大
学
で
あ

る
。
学
生
の
約
六
〇
％
が
北
部
出
身
者

で
あ
り
、
四
年
間
の
学
費
は
平
均
約
四

〇
万
ル
ピ
ー
（
日
本
円
で
お
よ
そ
六
八

万
円
）
で
あ
っ
た
。
大
学
で
の
授
業
に

関
し
て
学
生
か
ら
は
、
教
員
の
多
く
が

教
育
経
験
に
乏
し
く
授
業
を
行
う
能
力

が
不
十
分
で
あ
る
と
い
っ
た
指
摘
が
少

表 2　15 ～ 59 歳と 15 ～ 29 歳の学歴別の失業率
（2011 ～ 12 年）

学歴

失業率
15 ～ 29 歳 15 ～ 59 歳

農村部 都市部 農村部 都市部
男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性

非識字 2.3 0.8 2.5 1.6 0.5 0.2 0.9 0.7
前期初等教育＊ 3.2 0.6 4.8 4.3 1.2 0.3 1.9 1.6
後期初等教育 4.2 4.6 5.1 5.8 1.9 2.5 2.2 3.5
前期中等教育 4.6 8.6 5.5 15.1 2.0 6.0 2.3 6.4
後期中等教育 6.5 13.8 12.0 14.6 3.3 8.8 4.6 9.1
資格取得＊＊ 15.9 30.0 12.5 17.3 8.5 19.7 5.2 10.2
大学卒以上 19.1 29.6 16.3 23.4 7.5 18.9 5.3 12.8
前期中等教育以上 8.1 15.5 11.7 19.8 3.8 10.1 4.2 10.4
全平均 5.0 4.8 8.1 13.1 1.9 1.7 3.1 5.5
（注）＊、＊＊については表１に同じ。
（出所）参考文献⑧より作成。

表 3　種類別高等教育機関数の推移
高等教育機関の種類 2006 2015

中央政府立大学 20 46
州立大学 276 329
私立大学 0 205
州規制のもと設立された機関 7 3
国家的重点機関 13 ―
大学と同等とみなされる研究機関 101 128

合計 417 711
カレッジ 18,064 40,760
（出所）�参考文献⑩と⑪より作成。

表 4　学部別の就学学生数・割合
2005 ～ 06 2014 ～ 15

学部 就学者数 割合（％） 就学者数 割合（％）
人文・社会 4,976,946 45.13 9,945,700 37.41
科学 2,255,230 20.45 4,675,043 17.59
経済・商 1,986,146 18.01 4,357,108 16.39
教育 161,009 1.46 1,215,442 4.57
工学・技術 795,120 7.21 4,326,316 16.27
医 348,485 3.16 1,069,911 4.02
農 63,962 0.58 207,756 0.78
獣医 16,542 0.15 28,017 0.11
法 336,356 3.05 444,613 1.67
その他 88,224 0.8 315,531 1.19
合計 11,028,020 100 26,585,437 100
（出所）�表 3と同じ。
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な
く
な
か
っ
た
。
ま
た
、
学
生
生
活
に

つ
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
費
用
を

課
す
大
学
の
商
業
主
義
的
な
姿
勢
に
対

す
る
不
満
が
き
か
れ
た
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
当
時
に
最
終
学
年
に

在
籍
し
て
い
た
学
生
た
ち
の
多
く
は
、

「
工
学
系
の
大
学
を
卒
業
し
た
の
に
就

職
で
き
な
か
っ
た
ら
…
」
と
い
う
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
を
抱
え
て
い
た
。
親
世
代
に

と
っ
て
工
学
系
大
学
へ

の
進
学
は
成
績
優
秀
者

の
た
め
の
将
来
が
約
束

さ
れ
た
道
で
あ
っ
た
か

も
し
れ
な
い
が
、
彼
ら

が
初
等
教
育
を
受
け
始

め
た
頃
か
ら
私
立
大
学

は
増
え
、
工
学
系
の
学

生
数
は
著
し
く
増
加
し

た
。
学
生
か
ら
は
「
今

は
石
を
投
げ
れ
ば
エ
ン

ジ
ニ
ア
（
工
学
系
技
術

者
）
に
当
た
る
よ
」
と

い
う
発
言
も
聞
か
れ
た
。

文
系
出
身
者
に
比
べ
る

と
就
職
率
は
良
い
と
は

い
え
、
高
い
学
費
と
受

験
勉
強
に
費
や
し
た
労

力
に
見
合
う
就
職
へ
の

期
待
が
自
他
共
に
あ
る
。

「
進
路
別
の
教
育
に
か

か
る
費
用
」
の
平
均
を

み
る
と
、
一
般
系
と
工
学
系
を
含
む
技

術
・
専
門
系
と
で
は
そ
の
額
が
大
き
く

異
な
っ
て
い
る
（
図
１
参
照
）。

　

大
学
卒
業
を
控
え
た
学
生
の
な
か
に

は
自
身
を
「
名
の
知
ら
れ
て
い
な
い
工

学
系
私
立
大
学
出
身
者
」
と
み
な
し
、

休
日
に
予
備
校
に
通
い
な
が
ら
一
流
大

学
の
修
士
課
程
進
学
を
目
指
し
て
い
る

者
も
い
た
。

●�

工
学
系
私
立
大
学
卒
業
者
の
教

育
と
雇
用
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
―
職

業
ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う

高
い
壁
―

　

二
〇
一
三
年
の
大
学
卒
業
後
、
Ｔ
大

学
卒
業
生
の
う
ち
北
部
出
身
の
数
人
は

デ
リ
ー
に
移
り
住
み
、
上
級
公
務
職
採

用
試
験
合
格
あ
る
い
は
工
学
学
位
保
持

者
適
性
検
査
（Graduate A

ptitude 
T

est in Engineering

、
通
称
Ｇ
Ａ
Ｔ

Ｅ
）
で
の
高
得
点
獲
得
（
得
点
に
よ
り

進
学
で
き
る
大
学
院
が
決
ま
る
）
を
目

指
し
、
大
手
の
Ｍ
予
備
校
（
全
国
一
一

都
市
に
展
開
）
に
通
っ
て
い
た
。
二
〇

一
四
年
三
月
、
筆
者
は
在
学
時
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
五
名
に
デ
リ
ー
で
会

っ
た
。
彼
ら
は
、
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
の
中

心
街
か
ら
地
下
鉄
で
四
〇
分
ほ
ど
の
Ｓ

地
区
に
同
居
・
近
居
し
て
い
た
。
Ｓ
地

区
の
地
下
鉄
の
駅
周
辺
は
Ｍ
予
備
校
の

他
に
も
多
数
あ
る
予
備
校
へ
の
ア
ク
セ

ス
が
良
い
た
め
、
浪
人
生
対
象
の
下
宿

や
寮
が
多
い
。
卒
業
生
ら
は
月
に
八
〇

〇
〇
～
一
万
二
〇
〇
〇
ル
ピ
ー
（
日
本

円
で
お
よ
そ
一
万
三
〇
〇
〇
～
二
万

円
）
か
か
る
生
活
費
と
予
備
校
の
費
用

年
間
お
よ
そ
六
万
ル
ピ
ー
（
お
よ
そ
一

〇
万
円
）
は
親
に
頼
る
か
ロ
ー
ン
を
組

ん
で
捻
出
し
て
い
た
。

　

卒
業
生
の
一
人
が
予
備
校
の
近
く
で

自
分
た
ち
と
同
じ
く
工
学
系
を
卒
業
し

た
若
者
が
配
っ
て
い
た
と
い
う
チ
ラ
シ

を
み
せ
て
く
れ
た
。
チ
ラ
シ
に
は
「
僕

た
ち
エ
ン
ジ
ニ
ア
（
工
学
系
出
身
者
）

は
で
き
る
こ
と
を
証
明
す
る
十
分
な
機

会
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
毎
年
三
〇

～
四
〇
万
人
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
（
仕
事

が
な
く
）
家
に
居
る
こ
と
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
数
は
日
ご
と
に
増

え
て
い
る
。
大
学
を
卒
業
し
て
ま
で
無

能
だ
と
言
わ
れ
る
こ
と
に
、
い
つ
ま
で

耐
え
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ん
だ
」

と
書
か
れ
、「
イ
ン
ド
か
ら
失
業
を
な

く
そ
う
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
解
決
を
模
索

す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
を
呼
び
か
け

て
い
た
。
工
学
系
出
身
者
に
と
っ
て
問

題
な
の
は
「
で
き
る
こ
と
を
証
明
す
る

機
会
」、
つ
ま
り
専
門
性
を
活
か
す
就

職
口
が
な
い
こ
と
で
あ
り
、
す
ぐ
に
で

も
就
く
こ
と
が
で
き
る
月
給
二
万
五
〇

〇
〇
ル
ピ
ー
前
後
の
Ｉ
Ｔ
関
連
の
仕
事

等
は
眼
中
に
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

一
昨
年
、
昨
年
と
こ
れ
ら
の
若
者
た

ち
か
ら
吉
報
を
聞
く
こ
と
は
な
か
っ
た

が
、
昨
年
初
め
て
Ｔ
大
学
出
身
で
Ｍ
予

備
校
に
通
っ
て
い
た
同
級
生
が
上
級
公

務
職
採
用
試
験
合
格
を
果
た
し
た
と
い

う
。
朗
報
に
希
望
を
抱
き
、
浪
人
生
活

は
長
い
者
で
四
年
目
に
突
入
し
た
。
そ

の
間
に
勉
強
を
続
け
る
こ
と
を
あ
き
ら

め
就
職
し
た
者
、
反
対
に
卒
業
し
て
就

職
し
た
が
離
職
し
予
備
校
に
入
学
し
た

図 1　教育種類別の平均的な費用（2007 ～ 08 年、2014 年）

（出所）参考文献⑦より作成。
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者
が
い
た
た
め
、
浪
人
生
活
を
送
る
卒

業
生
の
数
は
一
定
し
て
い
た
。

　

浪
人
生
活
が
長
引
く
な
か
で
、
彼
ら

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
低
下
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
が
、
年
月
を

経
て
成
績
が
伸
び
て
い
る
こ
と
、
通
っ

て
い
る
予
備
校
に
は
就
職
し
た
が
離
職

し
た
一
流
大
学
出
身
者
た
ち
も
少
な
く

な
い
こ
と
な
ど
を
理
由
に
、
上
級
公
務

職
採
用
試
験
に
挑
む
気
持
ち
に
変
化
は

な
い
と
い
う
。
卒
業
生
た
ち
は
浪
人
生

活
の
た
め
の
支
出
は
、
公
務
職
に
就
く

こ
と
が
で
き
れ
ば
す
ぐ
に
回
収
で
き
る

と
考
え
て
い
た
。
有
名
企
業
に
勤
め
る

人
の
な
か
に
は
公
務
職
を
上
回
る
給
料

を
得
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
上
級
公

務
職
に
就
く
こ
と
は
、
難
関
の
試
験
を

突
破
し
た
優
秀
さ
の
証
明
、
絶
対
的
な

社
会
的
・
経
済
的
安
定
、
そ
し
て
権
力

が
手
に
入
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

彼
ら
は
権
力
を
得
て「
国
を
変
え
た
い
」

と
い
う
。

　

工
学
系
私
立
大
学
出
身
者
で
あ
る
彼

ら
に
と
っ
て
は
数
年
に
及
ぶ
浪
人
生
活

も
、
工
学
学
位
と
い
う
最
低
限
の
保
障

を
得
て
い
る
か
ら
こ
そ
可
能
で
あ
る
挑

戦
と
い
う
見
方
が
で
き
る
。
毎
日
の
よ

う
に
電
話
で
話
を
し
、
年
に
数
回
は
里

帰
り
で
会
う
故
郷
の
家
族
に
と
っ
て
も
、

そ
の
挑
戦
は
不
名
誉
な
こ
と
で
は
な
い

の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
上
級
公

務
職
は
非
常
に
狭
き
門
で
あ
り

成
就
す
る
若
者
は
一
握
り
し
か

い
な
い
。
工
学
系
の
大
学
卒
業

ま
で
の
投
資
に
加
え
て
、
学
校

と
自
室
を
往
復
し
な
が
ら
二
十

代
の
数
年
間
を
試
験
勉
強
に
費

や
し
た
こ
と
の
区
切
り
と
し
て
、

彼
ら
が
何
を
選
択
す
る
の
か
に

注
目
し
て
い
る
。

（
は
り
づ
か　

み
ず
き
／
別
府

大
学
講
師
）
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